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エリー トを輩出 してきたオ ックスフォー ド大学のカレッジ(学 寮)(2005年)。

変わるネパールと変わらぬネパール
グローバル化した世界に暮らす

6月 末、英国のオックスフォー ド大学で開かれ

た研究集会 「南アジアにおける運動 と市民社会」

で、ネパールのマガール人の民族運動について発

表 してきた。主催者は同大学の社会人類学者で、

ネパールのネワール人社会を研究するゲルナー先

生だ。彼は昨年私が勤める 「みんばく」で講演を

してくれたが、その時、大阪を訪ねるのであれば

会ってみたい人がいると仲介を頼まれた。それは、

枚方 ・交野国際奉仕活動協会(HIKIVA)と いう

NPOの 役員であつた。

彼がHIKIVAを 知 ったのはネパールにおいて

だ。調査の過程で、同会がネワール民族運動の活

動家、故 ジャガット・スンダルの名を冠 した私立

小学校を全面的に支援 しているのを知ったのだ。

1990年 に創立 した同校 は、主にネワール語で授

業をすすめ、熱心な教員が先進的な民族教育 を試

みている。民主化 した1990年 、ネパールでは新

憲法で 「初等教育に限 り母語で教育を受けさせ る

権利」が認められた。だが、ネパール語の教科書

しかなかった当時、その実現はどの民族にとって

も難しく、同校はその意味で先進的だった。

彼の関心は、日本の支援者がこの学校の特異性

と、もっと言えば同校の運営が極めて政治的な運

動であることを認識したうえで援助 しているのか

にあった。そこに子供を入学させている父兄がそ

英
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うであるように、支援者もそうした事情を知 らな

いのでは、というのが彼の推測だった。

だが、面会にきて くれた役員の言葉は予想を超

えるものだつた。「ネワール語教育に傾 くことは

常に激論になつている。HIKIVAと しては同校

にネワール語だけでなく、ネパール語や英語でも

授業をするよう勧めている」。さらに役員は 「民

族教育に熱心な先生のなかには、自分の子供は他

所の英語で教育する学校に入れている人が少なく

ない。その話を持ち出せば、彼(彼 女)ら は反論

できない」と言うのだ。そこには民族語の習得だ

けでは進学や就職が覚束ないという、理想 と現実

のギャップがある。そして、同会が民族教育や宗

教文化の大切さを認識 しながら、現実に生 きてい

く子供たちの将来を見据えていることがわかる。

これを聞いたゲルナー先生が少なか らず驚嘆 し

ていることは、私にも伝わってきた。それは日本

のNPOや 市民のレベルはあなどれない、という

印象であったろう。英国と日本における市民の関

心やNPO、 それを支える高等/社 会教育の普及

の異同について考えさせ られる出来事だった。
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